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▲ポンプ車の部優勝　大和分団　第１班

▲たくさんお茶を摘みました

▲相談員の平井さん（中央右）と髙橋さん（中央左）

▲小型ポンプの部優勝　大和分団　第１班

新
茶
を
手
摘
み

美
濃
い
び
茶

地
場
産
業
を
学
ぶ

　

５
月
27
日（
日
）、
市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

第
７
回
揖
斐
川
町
消
防
操
法
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
は
29

チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
は
17
チ
ー
ム

（
計
46
チ
ー
ム
）
が
出
場
し
、消
防
団
員
は
、

連
日
連
夜
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
厳

し
い
訓
練
の
成
果
を
存
分
に
披
露
し
、
消

防
操
法
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

　

優　

勝　

大
和
分
団　

第
１
班

　

準
優
勝　

大
和
分
団　

第
２
班

　

３　

位　

小
島
分
団　

第
２
班

　

４　

位　

大
深
分
団　

第
３
班

　

５　

位　

揖
斐
分
団　

第
２
班

　

６　

位　

大
深
分
団　

第
２
班

　

７　

位　

大
深
分
団　

第
１
班

　

８　

位　

小
島
分
団　

第
４
班

　

９　

位　

永
分
団　

第
２
班

　

10　

位　

坂
下
分
団　

第
２
班

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

　

優　

勝　

大
和
分
団　

第
１
班

　

準
優
勝　

永
分
団　

第
２
班

　

３　

位　

大
和
分
団　

第
２
班

　

４　

位　

揖
斐
分
団　

第
２
班

　

５　

位　

揖
斐
分
団　

第
１
班

　

５
月
９
日（
水
）、
揖
斐
小
学
校
、
大
和

小
学
校
の
３
年
生
と
い
び
幼
児
園
、
や
ま

と
幼
児
園
の
５
歳
児
約
１
０
０
人
が
お
茶

の
手
摘
み
体
験
と
工
場
見
学
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
地
場
産
業
へ
の
理
解
と
愛
着
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
桂
茶
生
産
組

合
」
の
協
力
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、組
合
員
の
方
か
ら「
一

芯
三
葉
」と
呼
ば
れ
る
茶
摘
み
方
法
を
教

わ
り
、
青
々
と
茂
っ
た
若
葉
を
丁
寧
に
摘

み
取
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
は
、お
茶
の

加
工
施
設
を
見
学
し
、荒
茶
に
加
工
す
る

工
程
や
厳
し
い
衛
生
管
理
が
さ
れ
、
お
茶

が
製
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式

　

５
月
９
日（
水
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
自

衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

国
の
安
全
や
平
和
を
守
る
た
め
、
自
衛

官
の
果
た
す
役
割
は
た
い
へ
ん
重
要
で
す

が
、
少
子
化
な
ど
で
自
衛
官
の
確
保
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
相
談
員
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
委
嘱
を
受
け
た
相
談
員
は
次
の

方
々
で
す
。

　　

平ひ
ら

井い

春は
る

男お

さ
ん
（
北
方
）

　

髙た
か

橋は
し

み
ど
り
さ
ん
（
谷
汲
深
坂
）

第
７
回
揖
斐
川
町
消
防
操
法
大
会　

～
防
火
・
防
災
を
支
え
る
消
防
団
員
が
操
法
技
術
を
競
う
～
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▲投球フォームの指導を受ける参加者

▲幸運をつかんだ皆さんに記念品が贈られました

い
び
川
温
泉
藤
橋
の
湯

来
場
70
万
人
達
成

第
45
回
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

１
部
リ
ー
グ
第
２
節
岐
阜
大
会
開
催

揖
斐
川
町
大
特
産
市
開
催

名
古
屋
で
「
い
び
」
を
Ｐ
Ｒ

第
62
回

揖
斐
緑
と
水
の
ま
つ
り
開
催

　

５
月
11
日（
金
）、
い
び
川
温
泉
藤
橋
の

湯
の
来
場
者
が
70
万
人
に
達
し
、
い
び
川

温
泉
藤
橋
の
湯
の
玄
関
前
で
記
念
の
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

70
万
人
目
と
そ
の
前
後
の
方
に
は
、
揖

斐
川
町
の
特
産
品
な
ど
の
記
念
品
が
宗
宮

町
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

70
万
人
目
の
幸
運
を
つ
か
ん
だ
の
は
、

養
老
町
か
ら
お
越
し
の
改か

い

田だ

俊と
し

雄お

さ
ん
で

し
た
。

　

改
田
さ
ん
は
、「
夢
に
も
思
わ
な
か
っ

た
こ
と
で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
今
年

は
い
い
こ
と
が
あ
り
そ
う
で
す
。」
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　

５
月
12
日（
土
）
と
13
日（
日
）
に
「
第

45
回
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
１
部
リ
ー

グ
第
２
節
岐
阜
大
会
」
が
揖
斐
川
健
康
広

場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
日
本
代
表
の
上う

え

野の

由ゆ

岐き

子こ

さ
ん
（
ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
高
崎
所
属
）
を
は
じ
め
、
１
部
リ
ー

グ
所
属
の
４
チ
ー
ム
の
選
手
が
２
日
間
に

わ
た
っ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

13
日
の
試
合
終
了
後
に
は
、
デ
ン
ソ
ー

の
選
手
に
よ
る
技
術
講
習
会
が
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
小
中
高
生
約

２
０
０
人
が
参
加
。
バ
ッ
テ
リ
ー
、
守

備
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
基
本
を
学
び
ま
し
た
。

　

５
月
17
日（
木
）、
名
古
屋
市
金
山
総
合

駅
で
、「
揖
斐
川
町
大
特
産
市
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
町
内
の
農
業
団
体
な
ど
11

店
が
出
店
し
、
都
会
で
は
め
ず
ら
し
い
揖

斐
川
町
の
特
産
品
を
買
い
求
め
る
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
観
光
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
、
魅
力
あ
る
観
光
資
源
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
１
日
で
約
１
７
０
０
人
が
訪

れ
、
来
場
者
は
、「
い
ち
ご
の
甘
い
香
り

に
引
き
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。」「
こ
の
時
期

は
、
山
菜
が
い
い
で
す
ね
。
値
段
も
安
く

て
う
れ
し
い
で
す
。」
と
買
い
物
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

５
月
20
日（
日
）、
朝
鳥
公
園（
上
野
）

で
「
第
62
回
揖
斐
緑
と
水
の
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
ら
約
２
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
ひ
ろ
げ
よ
う
大
地
う
る
お
す

植
樹
の
輪
」
を
テ
ー
マ
に
緑
化
功
労
者
表

彰
や
北
方
み
ど
り
の
少
年
団
の
代
表
に
よ

る
「
子
ど
も
た
ち
の
誓
い
」、
桜
の
苗
の

記
念
植
樹
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
植
樹
前
に
は
、
お
じ
ま
幼
児
園

児
に
よ
る
ミ
ナ
モ
ダ
ン
ス
で
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

緑
化
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の

は
次
の
方
々
で
す
。

【
㈳
岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

揖
斐
支
部
長
表
彰
】

〔
個
人
〕
橋は
し

本も
と

勝か
つ

範の
り

さ
ん
（
東
横
山
）

〔
団
体
〕
外
津
汲
区　

区
長

　
　
　
　
　
　
　
　

土つ
ち

屋や

勝か
つ

由よ
し

さ
ん

▲大勢の買い物客でにぎわいました

▲ミナモと一緒に記念植樹
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▲表彰を受けられた山口さん（右）と橋本さん（左）

岐
阜
県
各
界
功
労
者
表
彰
受
賞

高
齢
者
交
通
安
全
指
導
員
委
嘱
式

～
高
齢
者
の
事
故
防
止
を
～

春
日
小
学
校
全
校
児
童
田
植
え
体
験

～
春
日
美
束
の
貝
原
棚
田
～

　

行
政
や
地
域
づ
く
り
、
文
化
・
芸
術
な

ど
で
長
年
功
績
が
あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る

県
角
界
功
労
者
表
彰
式
が
５
月
16
日
（
水
）

に
ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館（
岐
阜
市
）で
行
わ

れ
、
76
人
と
４
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
か
ら
は
、
市
町
村
行
政
の

分
野
で
山
口
好
文
さ
ん（
坂
内
坂
本
）が
、

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
橋は

し

本も
と

孝こ
う

市い
ち

さ
ん（
極

楽
寺
）が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
、
20
年
以
上
の
長
き
に
わ

た
る
議
会
議
員
と
し
て
の
功
績
、
橋
本
さ

ん
は
、
20
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
る
揖
斐

川
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟
お
よ
び
県

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟
で
の
功
績
が
認

め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

５
月
24
日（
木
）、
揖
斐
署
の
高
齢
者
交

通
安
全
指
導
員
の
委
嘱
式
と
研
修
会
が
揖

斐
川
町
役
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
同
指

導
員
は
、
高
齢
者
ら
が
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
、
地
域
の
集
会
な
ど
で
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
ま
す
。
委
嘱
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

橋は
し

本も
と　

満
み
つ
る

さ
ん
（
小
島
）

　

高た
か

橋は
し

正ま
さ

昭あ
き

さ
ん
（
清
水
）

　

竹た
け

中な
か

み
ね
さ
ん
（
三
輪
）

　

長な
が
ら柄

健け
ん

治じ

さ
ん
（
谷
汲
深
坂
）

　

國く
に

枝え
だ

久ひ
さ

夫お

さ
ん
（
谷
汲
岐
礼
）

　

駒こ
ま

月つ
き

作さ
く

弘ひ
ろ

さ
ん
（
春
日
美
束
）

　

藤ふ
じ

田た

宮み
や

子こ

さ
ん
（
春
日
六
合
）

　

竹た
け

中な
か

敏と
し

明あ
き

さ
ん
（
西
津
汲
）

　

高た
か

橋は
し

正ま
さ

好よ
し

さ
ん
（
乙
原
）

　

中な
か

野の

郁い
く

子こ

さ
ん
（
西
横
山
）

　

山や
ま

上が
み

一か
ず

男お

さ
ん
（
坂
内
広
瀬
）

　

５
月
22
日（
火
）、
県
の
「
ぎ
ふ
の
棚
田

21
選
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
春
日
美
束
の

貝
原
棚
田
で
、
春
日
小
学
校
の
全
校
児
童

40
名
が
田
植
え
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

貝
原
棚
田
は
、
等
高
線
に
合
わ
せ
て
細

か
く
作
ら
れ
た
美
し
い
形
状
が
特
徴
で
す
。

　

３
０
０
年
前
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

田
ん
ぼ
１
６
８
枚
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
の

う
ち
の
３
枚
の
田
ん
ぼ
（
約
５
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
）
で
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
裸
足
で
感
じ
る

田
ん
ぼ
の
水
や
泥
の
感
触
に
「
動
き
に
く

い
け
ど
苗
を
き
れ
い
に
植
え
る
こ
と
が
で

き
て
楽
し
か
っ
た
。」
な
ど
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　

10
月
上
旬
に
は
、
稲
刈
り
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

北
和
中
学
校
屋
内
運
動
場

改
築
工
事
安
全
祈
願
祭

　

５
月
25
日（
金
）、北
和
中
学
校
（
北
方
）

で
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
の
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
、
関
係
者
約
40
人
が
工
事
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

北
和
中
学
校
の
現
在
の
屋
内
運
動
場

は
、
１
９
７
２
年
に
建
設
さ
れ
、
老
朽
化

に
伴
う
耐
震
性
の
不
安
か
ら
改
築
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
神
事
の
後
、
宗
宮
町
長
は

「
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
り
、
災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
に
屋
内
運
動
場
を
整
備
し
て

い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
屋
内
運
動
場
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
２
階
建
て
、
延
べ
約
３
３
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
来
年
３
月
に
完
成
予
定

で
す
。

▲堀部署長から委嘱状が
手渡されました　　

▲貝原棚田での田植え体験の様子

▲安全祈願祭の様子
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飛
鳥
川
ベ
ス
ト
リ
バ
ー
事
業
竣
工
式

平
成
24
年
度
い
び
地
域
環
境
塾

～
と
う
も
ろ
こ
し
の
種
ま
き
～

２
０
１
２
揖
斐
川
流
域

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
２

～
高
知
県
宿
毛
市
に
勝
利
～

　

５
月
27
日（
日
）、
西
濃
地
区
11
会
場

（
町
内
６
会
場
）
で
「
２
０
１
２
揖
斐
川

流
域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
が
行
わ
れ
、
約

３
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、「
き
れ
い
な
水
を

次
の
世
代
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
い
び

が
わ
ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
始

め
と
す
る
26
団
体
で
つ
く
る
西
濃
環
境
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
漁
業
協
同
組
合
な

ど
の
主
催
で
平
成
12
年
か
ら
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
の
ゴ
ミ
を
拾
い
、
ご
み
の
量
は
約
20

ト
ン
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

清
掃
活
動
終
了
後
に
は
、
ア
ユ
の
成
魚

放
流
や
水
質
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
30
日（
水
）、
人
口
規
模
が
ほ
ぼ
同

じ
自
治
体
同
士
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
住
民
参

加
率
を
競
う
イ
ベ
ン
ト「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

２
０
１
２
」が
開
か
れ
ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
は
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
研
究
や
調
査

を
し
て
い
る
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
と
各
自

治
体
が
主
催
し
て
、０
時
～
21
時
に
15
分
以

上
運
動
を
し
た
人
の
参
加
率
で
競
い
ま
す
。

　

今
回
の
対
戦
相
手
は
、
高
知
県
の
宿す

く

毛も

市し

で
し
た
。

　

町
で
は
、朝
６
時
30
分
か
ら
各
地
域
で
ラ

ジ
オ
体
操
を
実
施
。
健
康
広
場
で
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、卓
球
、バ
ス
ケ
ッ
ト
、ミ
ナ

モ
体
操
・
ダ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
参
加
者
１
万
５
７
５
人
、参
加

率
43
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
で
、宿
毛
市
の
29
・
４

パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
り
、勝
利
し
ま
し
た
。

　

５
月
31
日（
木
）、谷
汲
神
原
地
区
の「
飛

鳥
川
ベ
ス
ト
リ
バ
ー
」
事
業
の
竣
工
式
が

行
わ
れ
、
関
係
者
約
１
０
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
治
水
面
・
環
境
面
な
ど

に
配
慮
し
た
河
川
整
備
を
進
め
る
た
め
、

地
元
住
民
や
地
域
で
活
動
す
る
有
識
者
が

推
進
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
て
、
河
川
環
境

調
査
や
計
画
立
案
な
ど
で
参
加
し
、
ベ
ス

ト
な
川
づ
く
り
を
目
指
す
事
業
で
す
。

　

飛
鳥
川
ベ
ス
ト
リ
バ
ー
推
進
グ
ル
ー
プ

は
、
平
成
18
年
度
～
24
年
度
ま
で
の
７
年

間
、
生
物
調
査
や
環
境
学
習
な
ど
を
実
施

し
、
そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
魚
種

に
応
じ
た
魚
道
が
６
か
所
の
床と

こ

固が
た

め
工
に

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
19
日（
土
）、
極
楽
寺
に
あ
る
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
体
験
農
園
」
で
、
平
成
24
年

度
第
１
回
い
び
地
域
環
境
塾
「
と
う
も
ろ

こ
し
の
種
ま
き
」
が
行
わ
れ
、
揖
斐
郡
内

の
親
子
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

約
７
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
畑
の
土
に

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
堆
肥
化
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
作
ら
れ
た
、
生
ご
み
を
利
用
し
た
堆
肥

が
す
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
い
び
川
の
職
員
に
よ
る

指
導
の
も
と
種
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
収
穫
が
楽
し
み
」、「
農
園

の
近
く
を
通
っ
た
ら
成
長
の
様
子
を
見
て

み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
と
う
も
ろ
こ
し
は
、
８
月
に
収
穫

さ
れ
る
予
定
で
す
。

▲新設された魚道でアユの放流をしました

▲ミナモと一緒にミナモダンス

▲ごみ分別作業の様子

▲丁寧にとうもろこしの種をまきました
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５
月
27
日（
日
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民

館
で
、「
広
げ
て
い
こ
う　

地
域
の
絆
」

を
テ
ー
マ
に
い
び
が
わ
健
康
福
祉
フ
ェ
ア

（
主
催
同
実
行
委
員
会
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
フ
ェ
ア
で
は
、
健
康
福
祉
団
体
の

活
動
状
況
が
報
告
さ
れ
、
参
加
者
は
健
康

福
祉
、
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
体
験
し
た
り
し
ま
し
た
。

い
び
が
わ
健
康
福
祉
フ
ェ
ア

２
０
１
２　

開
催

▲応募作品の展示

▲福祉施設利用者の作品展示 ▲入賞者への表彰状授与

▲ギフとフラッグ（国体応援フラッグ）の体験

▲ちびっこのミナモダンスの披露▲エンディング（合唱）

▲パン販売

展
示
部
門

　

揖
斐
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
募
集
し

た
児
童
生
徒
の
福
祉
標
語
・
習
字
の
作
品

や
福
祉
施
設
利
用
者
の
作
品
な
ど
の
展
示

が
あ
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

入
賞
さ
れ
た
児
童
生
徒
に
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
和
太
鼓
、
ギ

タ
ー
演
奏
等
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

体
験
部
門

　

手
話
、
点
字
、
ゆ
る
体
操
、
車
い
す
、

心
肺
蘇
生
法
、
ギ
フ
と
フ
ラ
ッ
グ
（
国
体

応
援
フ
ラ
ッ
グ
）
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
体
験

を
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
多
数
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。

大
ホ
ー
ル

　

今
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
ぎ
ふ
清
流
国

体
・
清
流
大
会
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ミ

ナ
モ
」
と
一
緒
に
か
わ
い
い
園
児
た
ち
が

ミ
ナ
モ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

小
寺
敏
秀
さ
ん
に
よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
で

社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
来
場
者
の
皆
さ
ん
と
で
合
唱
を
し

ま
し
た
。

バ
ザ
ー
部
門

　

屋
外
の
テ
ン
ト
で
、
授
産
所
製
品
・
各

種
バ
ザ
ー
の
販
売
や
非
常
食
、
綿
菓
子
、

お
餅
の
無
料
配
布
が
行
わ
れ
ま
し
た


